
 

1 

 

経歴 
 
氏名：    川中 豪 （かわなか たけし）          
 
生年：       1966 年 
 
所属：    アジア経済研究所地域研究センター 
                  〒261-8545 千葉県千葉市美浜区若葉 3-2-2 
                  電話 043-299-9500(代表)  
                  e-mail: Takeshi_Kawanaka@ide.go.jp 
 
職歴： 
2020 年‐現在   アジア経済研究所地域研究センター上席主任調査研究員 
2017 年‐2020 年  アジア経済研究所地域研究センター長 
2016 年‐2017 年  アジア経済研究所地域研究センター次長 
2015 年‐2016 年  アジア経済研究所地域研究センター主任調査研究員 
2012 年‐2015 年  アジア経済研究所地域研究センター東南アジアⅠ研究グループ長 
2010 年‐2012 年  アジア経済研究所地域研究センター主任調査研究員 
2008 年‐2010 年  アジア経済研究所地域研究センター専任調査役 
1993 年‐2008 年  アジア経済研究所動向分析部、地域研究第 1 部、地域研究センター 
 
（等級） 
2018 年‐現在   アジア経済研究所上席主任研究員 
2008 年‐2018 年  アジア経済研究所主任研究員 
2004 年‐2008 年  アジア経済研究所副主任研究員 
1993 年‐2004 年  アジア経済研究所研究員 
 
学位： 
2004 年 博士（政治学）神戸大学  （神戸大学大学院国際協力研究科） 
1993 年 修士（法学）  早稲田大学 （早稲田大学大学院法学研究科） 
1989 年 法学士     早稲田大学 （早稲田大学法学部） 
 
専攻：    比較政治学 

新興民主主義研究 
政治制度論 
東南アジア政治研究 

 
客員研究員歴： 
2006 年‐2007 年 アテネオ･デ･マニラ大学社会政策公共問題センター兼フィリピン文化

研究所客員研究員 
2005 年‐2006 年 スタンフォード大学ウォルターH.ショレンスタイン・アジア太平洋研

究センター客員研究員 
1996 年‐1998 年  フィリピン大学社会科学哲学学部政治学科客員研究員 
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非常勤等： 
2010 年‐現在（春学期）国際基督教大学大学院アーツ・サイエンス研究科非常勤講師 

（Comparative Politics and Government） 
2019 年－2020 年（秋学期）立教大学法学部兼任講師（比較政治［東南アジア］） 
2011 年、2013 年 夏期集中 神戸大学法学部非常勤講師（地域政治） 
2010 年‐2012 年 
2014 年、2017 年（後期） 明治大学政治経済学部兼任講師 

（アジア政治論） 
2009 年冬学期   国際基督教大学教養学部非常勤講師（Politics in Southeast Asia） 
2009 年前期    明治大学政治経済学部兼任講師（比較政治論[東アジア]ⅠⅡ） 
2001 年‐2004 年（前期）  成城大学法学部非常勤講師（地域研究東南アジア） 
2000 年前期    駒沢大学法学部非常勤講師（東南アジア政治論） 
 
その他： 
2020 年‐2024 年 科研費（基盤研究 C）「社会運動型政治動員と選挙政治の変容：多国

間比較および東南アジアの事例研究」（課題番号 20K01466）研究代

表者 
2019 年‐2023 年 科研費（基盤研究 A）「選挙ガバナンスが正確な投票（Correct Voting）

に与える影響に関する研究」（課題番号 19H00582）研究分担者 
2017 年‐2020 年  『アジア経済』編集委員長 
2015 年‐2017 年 アジア政経学会理事 
2015 年‐2019 年 科研費（基盤研究 C）「所得格差と政治的安定：東南アジア 5 カ国の

比較研究」（課題番号 15K03307）研究代表者 
2015 年‐2019 年 科研費（基盤研究 A）「積極的投票権保障の展開と効果に関する研究」 

研究分担者 
2011年‐2015年   科研費（基盤研究A）「選挙ガバナンスの比較研究」（課題番号23243022） 

研究分担者 
2010 年‐2011 年  外務省平成 22 年度 ODA 評価「フィリピン国別評価」評価主任 
2010 年‐2011 年  独立行政法人国際協力機構「フィリピン国別援助実施方針改訂」支援

委員会委員 
2008 年‐2010 年  科研費（基盤研究 B）「民主政治における非選出機関の役割：韓国選

挙管理委員会の比較研究」（課題番号 20330027）研究分担者 

2008 年‐2010 年  慶應義塾大学東アジア研究所共同研究者「アジアにおける大統領制の

比較研究」 
2007 年、2008 年  世界銀行短期コンサルタント 
2004 年‐2011 年  アジア政経学会雑誌『アジア研究』編集委員 
1999 年‐2001 年、2011 年‐2016 年『アジア経済』編集委員 
 
所属学会：    

日本政治学会、日本比較政治学会、アジア政経学会、American Political Science Association 
 

（2021 年 3 月現在） 
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著作・報告 
（2021 年 3 月現在） 

 
著作： 
Kawanaka, Takeshi and Yasushi Hazama. 2016. Political Determinants of Income 

Inequality in Emerging Democracies. Singapore: Springer. 
Kawanaka, Takeshi. 2002. Power in a Philippine City, Chiba, Institute of Developing 

Economies, 
 
編著： 
川中豪・川村晃一編 2020『教養の東南アジア現代史』ミネルヴァ書房。 
川中豪編 2018 『後退する民主主義、強化される権威主義：最良の政治制度とは何か』ミ

ネルヴァ書房。 
川中豪編 2005『ポスト・エドサ期のフィリピン』アジア経済研究所。 
 
学術誌論文・研究ノート等： 
川中豪 2021「民主主義の現在を理解するための 3 つの理論」(書評論文)『アジア経済』第

62 巻第 1 号：34-49 https://doi.org/10.24765/ajiakeizai.62.1_34。 
Kawanaka, Takeshi. 2019. “Status Quo or Pluralism? Dominant Party Rule and People's 

Preferences in Singapore” Developing Economies, Vol. 57, No.4: 311-336. 
https://doi.org/10.1111/deve.12197 

川中豪 2019「一党優位支配と選挙システム：シンガポールにおける選挙システムと有権者

からの評価」日本政治学会編『選挙ガバナンスと民主主義』(論文)『年報政治

学』2018-II: 152-176。 
川中豪 2011「新興民主主義の不安定：勝利連合の変更と制度からの逸脱」（論文）『アジ

ア経済』第 52 巻第 1 号：2-23。 
川中豪 2010「政治制度と政策帰結：予算策定過程における大統領拒否権の効果」（論文）

『アジア経済』第 51 巻第 7 号： 2-24。 
川中豪 2009「新興民主主義の安定をめぐる理論の展開」（研究レビュー）『アジア経済』

第 50 巻第 12 号：55-75。 
川中豪 2007「政治制度形成の論理：新興民主主義国の制度分析にむけて」(研究レビュー)

『アジア経済』第 48 巻第 2 号：20-43。 
川中豪 2005「民主主義の制度変更：フィリピンにおける議院内閣制導入論をめぐって」（研

究ノート）『アジア経済』第 46 巻第 3 号: 23-41。 
Kawanaka, Takeshi. 2001. “The State and Institutions in Philippine Local Politics,” 

(review article). Philippine Political Science Journal, Vol.22, No.45: 135-148.  
川中豪 2001「フィリピン地方政治研究における国家中心的アプローチの展開」（書評論文）

『アジア経済』第 42 巻第 2 号: 45-58。 
川中豪 2000「フィリピン地方都市における権力メカニズム：ナガ市の事例」（論文）『ア

ジア経済』第 41 巻第 1 号: 2-33。 
 
学術書の章： 
川中豪 2020「東南アジア現代史を学ぶ」川中豪・川村晃一編『教養の東南アジア現代史』

ミネルヴァ書房：1-23。 
川中豪 2020「民主主義と権威主義」川中豪・川村晃一編『教養の東南アジア現代史』ミネ

https://doi.org/10.24765/ajiakeizai.62.1_34
https://doi.org/10.1111/deve.12197
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ルヴァ書房：89-108。 
川中豪 2018「民主主義の後退：発展途上国における政治危機」川中豪編『後退する民主主

義、強化される権威主義：最良の政治制度とは何か』ミネルヴァ書房：1-14。 
川中豪 2018「『民主主義の後退』をめぐる理論」川中豪編『後退する民主主義、強化され

る権威主義：最良の政治制度とは何か』ミネルヴァ書房：15-44。 
川中豪 2018「新興民主主義はどこへ」川中豪編『後退する民主主義、強化される権威主義：

最良の政治制度とは何か』ミネルヴァ書房：251-257。 
川中豪 2017「東南アジア諸国の選挙管理：民主化後のフィリピン、タイ、インドネシア」

大西裕編『選挙ガバナンスの実態 世界編：その多様性と「民主主義の質」へ

の影響』ミネルヴァ書房：41-80。 
Kawanaka, Takeshi. 2013. “Trading Compromises: Interaction of Powers in the 

Philippine Presidential System” in Presidents, Assemblies and Policy-
making in Asia. ed. by Yuko Kasuya. London: Palgrave-MacMillan. 89-106. 

川中豪 2013「自己拘束的制度としての選挙管理システム：韓国とフィリピンの比較研究」

（浅羽祐樹と共著）大西裕編『選挙管理の政治学：日本の選挙管理と「韓国モデ

ル」の比較研究』有斐閣：59-82。 
川中豪 2012「政党」中村正志編『東南アジアの比較政治学』アジア経済研究所：103-124。 
川中豪 2012「選挙」中村正志編『東南アジアの比較政治学』アジア経済研究所：125-144。 
川中豪 2010「フィリピンの大統領制：大統領と議会のバーゲニングとその政策帰結への影

響」粕谷祐子編『アジアにおける大統領制の比較政治学：憲法構造と政党政治

からのアプローチ』ミネルヴァ書房：61-81。 
川中豪 2006「フィリピン：特権をめぐる政治と経済」片山裕・大西裕編『アジアの政治経

済・入門』有斐閣： 165-185。 
川中豪 2005「ポスト・エドサ期のフィリピン：民主主義の定着と自由主義的経済改革」川

中豪編『ポスト・エドサ期のフィリピン』アジア経済研究所：11-62。 
川中豪 2004「フィリピン政治と民主主義」関根政美・山本信人編『現代東アジアと日本４ 

海域アジア』慶應義塾大学出版会：157-174。 
川中豪 2004「フィリピンの大統領制と利益調整」日本比較政治学会編『日本比較政治学年

報第６号：比較のなかの中国政治』早稲田大学出版部：157-180。 
川中豪 2003「国家資源支配の制度と過程」 西村知・川田牧人編『制度を生きる人々：フィ

リピン地域社会経済の学際的研究』鹿児島大学多島圏研究センター：31-64。 
川中豪 2003「フィリピンの地方分権改革」作本直行、今泉慎也編『アジアの民主化過程と

法』アジア経済研究所：243-272。 
川中豪 2003「フィリピンの民主化と制度改革」作本直行、今泉慎也編『アジアの民主化過

程と法』アジア経済研究所：21-40。 
Kawanaka, Takeshi. 2002 “The Philippines: From Agents to Political Actors,” in The 

State and NGOs: Perspective from Asia. ed. by Shinichi Shigetomi ed. 
Singapore: Institute of Southeast Asian Studies：110-124. 

川中豪 2001「フィリピン：代理人から政治主体へ」重冨真一編『アジアの国家と NGO：

15 ヵ国の比較研究』明石書店：136-155。 
川中豪 1998「フィリピン：エリート支配とその限界」佐藤宏・岩崎育夫編著『アジア政治

読本』東洋経済新報社：151-166。 
川中豪 1997「フィリピン：『寡頭支配の民主主義』その形成と変容」岩崎育夫編『アジア

と民主主義：政治権力者の思想と行動』アジア経済研究所：103-140。 
川中豪 1996「フィリピンの官僚制」岩崎育夫・萩原宜之編『ASEAN 諸国の官僚制』アジ

ア経済研究所：79-120。 
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川中豪 1995「東南アジア諸国と APEC」宮智宗七・大西健夫編『APEC：日本の戦略』早

稲田大学出版部：92-110。 
 
書評： 
川中豪 2020「田中（坂部）有佳子『なぜ民主化が暴力を生むのか―――紛争後の平和の条

件』勁草書房、2019 年」『年報政治学』2020-I：423-426。 
Kawanaka, Takeshi. 2017 “Carles Boix, Political Order and Inequality: Their 

Foundations and Their Consequences for Human Welfare, New York: 
Cambridge University Press. 2015.”『アジア経済』第 58 巻 2 号： 186-189。 

川中豪 2017「明治国家研究の比較政治学的意義：前田亮介『全国政治の始動：帝国議会開

設後の明治国家、東京大学出版会、2016 年」『レヴァイアサン』60 号： 154-
156。 

Kawanaka, Takeshi. 2014 “Pippa Norris, Making Democratic Governance Work: How 
Regimes Shape Prosperity, Welfare, and Peace, New York: Cambridge 
University Press. 2012” Developing Economies, Vol. 52, No.1: 88-90.  

川中豪 2013「民主主義政治は誰のために：フィリピンの政治を格差社会における道徳的対

立で読み解く（日下渉『反市民の政治学：フィリピンの民主主義と道徳』法政

大学出版局、2013 年）」図書新聞：5。 
Kawanaka, Takeshi. 2011. “Ben W. Ansell, From the Ballot to the Blackboard: The 

Redistributive Political Economy of Education, New York: Cambridge 
University Press, 2010.” Developing Economies, Vol. 49, No.4: 463-465. 

川中豪 2011 “Ben W. Ansell, From the Ballot to the Blackboard: The Redistributive 
Political Economy of Education, New York: Cambridge University Press, 
2010.”『アジア経済』第 52 巻 11 号：57-59。 

Kawanaka, Takeshi. 2007. “Alberto Diaz-Cayeros, Federalism, Fiscal Authority, and 
Centralization in Latin America, New York: Cambridge University Press, 
2006.” Developing Economies, Vol.45, No.3: 386-390. 

川中豪 2007 “Alberto Diaz-Cayeros, Federalism, Fiscal Authority, and Centralization 
in Latin America, New York: Cambridge University Press, 2006.” 『アジア

経済』第 48 巻 4 号：118-122。 
川中豪 1999 “Thomas M. McKenna, Muslim Rulers and Rebels: Everyday Politics and 

Armed Separatism in the Southern Philippines, Berkeley: University of 
California Press, 1998”. 『アジア経済』第 40 巻 9/10 号: 213-216。 

川中豪 1997 “Patricio N. Abinales, ed. The Revolution Falters: The Left in Philippine 
Politics after 1986 Ithaca, N.Y. : Southeast Asia Program Publications, 
Cornell University, 1996.”『東南アジア研究』35 巻 1 号: 160-163。 

 
文献サーベイ： 
川中豪 2015「政治史・比較政治（アジア）」日本政治学会編『政治学におけるガバナンス

論の現在』年報政治学 2014-II：316-318。 
永野善子・川中豪 1995「日本における発展途上地域研究 1986～94・地域編：フィリピン」

（永野善子と共著）『アジア経済』第 36 巻第 6/7 号: 72-83。 
 
ワーキング･ペーパー／ディスカッション･ペーパー 
Kawanaka, Takeshi. 2018. “Status Quo or Plurality?: Dominant Party Rule and People’s 

Preferences in Singapore” IDE Discussion Paper No. 724. 
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Kawanaka, Takeshi. 2015.“The Stakes of Politics and Electoral Administration: A 
Comparative Study of Southeast Asian Democracies” IDE Discussion Paper 
No. 536. 

Kawanaka, Takeshi and Yuki Asaba. 2011. “Establishing Electoral Administration 
Systems in New Democracies.” IDE Discussion Paper No. 305. 

Kawanaka, Takeshi. 2010. “The Urban Middle Class in the Instability of New 
Democracies.” IDE Discussion Paper Series No. 260. 

Kawanaka, Takeshi. 2010. “Political Institutions and Policy Outcomes: Effects of 
Presidential Vetoes on Budget Making.” IDE Discussion Paper Series No. 
240. 

Kawanaka, Takeshi. 2010. “Interaction of Powers in the Philippine Presidential System.” 
IDE Discussion Paper No. 233. 

Kawanaka, Takeshi. 2008. “Political Conditions for Fair Elections” IDE Discussion 
Paper No.181. 

Kawanaka, Takeshi. 2007. “Who Eats the Most? Quantitative Analysis of the Pork 
Barrel Distributions in the Philippines.” IDE Discussion Paper No.126. 

 
評論・その他： 
川中豪 2021「支持される権威主義的反動――世論調査から見るフィリピン政治の現在」

IDE スクエア http://hdl.handle.net/2344/00051931。 
川中豪 2020「伝統的な統治が住民に利益をもたらす――メキシコ・オアハカ州での公共財

の供給」IDE スクエア http://hdl.handle.net/2344/00051560。 
川中豪 2019「流動化する東南アジアの選挙政治」IDE スクエア 

http://hdl.handle.net/2344/00051443 
川中豪 2018「開発の政治的条件、開発の政治的帰結」IDE スクエア 

http://hdl.handle.net/2344/00050593。 
川中豪  2018「後退する民主主義」IDE スクエア http://hdl.handle.net/2344/00050439。 
川中豪 2016「中央政治：大統領・議会・最高裁の関係」大野拓司、鈴木伸隆、日下渉編『フ

ィリピンを知るための 64 章』明石書店：207-211。 
川中豪 2016「選挙の風景：特集にあたって」『アジ研ワールド・トレンド』第 251 号、：

2-3。 
川中豪 2015「制度を読む」『アジ研ワールド・トレンド』第 240 号：40-41。 
川中豪 2013「外国研究、比較研究、政治学」『アジ研ワールド・トレンド』第 216 号、：

5-6。 
川中豪 2013「選挙管理システムの形成：東南アジアの選挙管理委員会」『アジ研ワールド・

トレンド』第 214 号：41-46。 
川中豪 2012「民主化と再分配」『アジ研ワールド･トレンド』第 206 号：49-55。 
川中豪 2012「特集 発展途上国研究の方法： 特集にあたって」『アジア経済』第 53 巻

第 4 号：3-5。 
川中豪 2011「途上国政治研究の地平：特集にあたって」『アジ研ワールド・トレンド』第

190 号：2-3。 
川中豪 2011「どうすれば民主主義は安定するのか？」『アジ研ワールド・トレンド』第 190

号：4-7。 
川中豪・鈴木有理佳 2009「2008 年のフィリピン：和平交渉の頓挫とコメ騒動」『アジア

動向年報：2009 年版』アジア経済研究所：283-310。 
川中豪 2007「和平合意とクレディブル・コミットメント」『アジ研ワールド・トレンド』

http://hdl.handle.net/2344/00051931
http://hdl.handle.net/2344/00051560
http://hdl.handle.net/2344/00051443
http://hdl.handle.net/2344/00050593
http://hdl.handle.net/2344/00050439
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第 136 号：28-31。 
川中豪 2005「アジアの選挙：国政選挙の一年」『アジア動向年報：2005 年版』アジア経
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